
VOL. 24 NO. 4 CHEMOTHERAPY 1073

Ceftezoleの 使用経験

斎 藤 豊 一

虎の門病院泌尿器科

Ceftzele(CTZ)はFig.1の よ うな化学構造式 を有

す る新 しく合成 された注射用Cephalosporin系 抗生物

質で ある。

CTZは 広篇囲の抗菌 スベ ク トラムを有 し,作 用は殺

菌的であ る。 と くに,E.cOil,Kl.pneumoniae,Pr.

mirabilisな どの グラム陰性桿菌 に対 してつよい抗菌力

を示す という1)。

本剤 を泌尿器科 外来 で使用す る機会が あ ったので,そ

の成績 をのべ る。

対 象および方法

CTZを 昭和50年4月 よ り10月 の問に 当科外来をお

とずれた急性副睾丸炎 の患者6例 と,比 較的複雑 な経過

を とった急性尿 路感 染症の患者7例 に使用 した。

外来 患者のため1日 に1回 以上 の通院 はで き な い の

で,投 与は1日1回 とし,19も し くは29を200ml

の生理食 塩水に溶解 して10分 間位で点滴 静注を した。

尿路感染症の群では投与前,投 与 中お よび投与後に尿

中の菌 の培養をお こない,菌 の消長を 判定 の第一の指標

とした。副睾丸炎の例では,疼 痛,腫 脹,発 熱の3項 目

を指標 として有効,無 効 の判定を行 なった。

各症例 とも本剤以外に抗生剤 を使用 していない。降圧

剤は継続 して使用 させた。

また各症例 とも,で きるか ぎ り投 与前 後に尿お よび血、

液の諸検査を行ない,症 状 の消長 とそれ らの改善度を比

較 し,同 時に副作用の発見につ とめ た。

成 績

1. 尿路感染症例

症例はTable1の よ うに全部 で7例 あ り,急 性腎孟

膀胱炎3例,急 性腎孟 腎炎2例,急 性膀 胱炎1例 お よび急

性 感染性水腎症1例 であ る。効果 は腎孟膀 胱炎の1例 を

除 き,3～5日 の投与で得 られ ている。菌種別にみ ると

7例 中8株 が分離 され,E.coli7株 中6株 消失,Kle-

bsiella1株 消失 とい う結果 であ った。個 々の例 につい

て簡単に経過 をのべてみ る。

No.140才,家 婦,急 性 腎孟膀胱炎

10日 前 か ら頻尿,排 尿痛 があ り,放 置 していた ところ

発熱 した。近医でCP,NAを 投与 されたが,胃 痛を訴

え,症 状 も軽快せず,来 院 した。

本 剤1日1回19を2日 間,1日1回29を3日 間,

計89で,有 効であ った。

No.270才,男 子,急 性腎孟膀胱炎

前 立腺肥大症が あり,術 前 の諸検査施行 中に排尿痛,

頻尿,膿 血 尿,発 熱 を訴 えた。

1日1回19を2日 間,1日1回29を3日 間投与 し

た ところ,前 立 腺肥大 症があ るため か,頻 尿は残 り,尿

中の白血球 も全 く消失 しなか ったが,尿 中細菌は消失 し,

5日 間,計89で 有 効 と判断 した。

No.350才,家 婦,急 性腎孟 腎炎

無症候性 腎杯結 石があ り,既 往 に卵巣嚢腫 の手術歴 が

あ る。数 日前 か ら,腹 痛,血 膿尿,発 熱を訴 えた。 ウ ロ

サ イダル は無効 であ った。

1日1回29を3日 間,計69の 投与 で,諸 症状 は急

速 に寛解 した。有効 と判定 したが,腎 結石が あるた めに,

混濁 は残 り,赤,白 血球 もわず かなが ら残存 した。

No.424才,未 婚女性,急 性膀胱 炎

約1週 間前 か ら,頻 尿,排 尿終末 痛,混 濁尿が み られ

た。ABPC1.093日 服用 して,い ったん は軽快 した

が,服 用 中止後2日 目に諸症状が再発 し,来 院 した。

1日1回1gを3日,計39で,急 速に軽快 した。

No.567才,男 子,急 性 腎孟 腎炎

数 ヵ月前 に前 立腺肥大症の手術 を うけてい る。最 近,

尿道狭窄が発 生 し,尿 道拡張術 を施 行 した ところ,翌 日

か ら,血 膿尿,発 熱 がみ られた。

1日1回2gを5日 間,計10gの 投与で,細 菌 は陰性

Fig. 1. Chemical structure
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に な り,頻 尿を残す のみで,諸 症状 は軽快 した。有効 と

判 定 した。

No。649才,家 婦,右 急性感染性水 腎症,右 尿管結石

数 年前,右 腎切石術 を施行 し,水 腎症 を呈 してい る。

腎結石が再発 し,自 然 落下 し,尿 管膀胱 移行部に嵌屯 し

て,発 熱,右 側 腹痛を訴 えた。 ウロサ イダル,CPは,

無効で あった。

1日1回29を4日 間投与 した ところ4臼 目の早 朝,

結石が,自 然 排出 し,急 速 に諸症 状が寛解 した。有 効 と

判定 したが,水 腎症のために尿中の蛋 白,白 血球は残存

した。

No.721才,未 婚女子,急 性 腎孟膀胱炎

数 日前 か ら,排 尿痛,発 熱,頻 尿が あ り,CEX1gを

3日 間服用 し,い ったん軽快 したが,2～3日 後に再発

して,来 院 した。

1日1回19を2日,29を2日,計4日69を 投与

した と ころ,熱 は3日 目か ら,平 熱 とな り,尿 も清 澄化

し,排 尿 痛 も消失 して きた。細菌 は,い ったん陰性 とな

Table 1 Acute urinary
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ったが,再 び陽性 とな った。1週 後 の検査で も,尿 中白

血 球は残存 し,菌 も105み とめ られたが,諸 症状 は消失

していた。 無効 と判定 した。

2. 副睾丸 炎症例

症例はTable2の よ うに全 部で6例 あ り,う ち5例

に効果が認め られた。簡単 に個 々の例 についてのべてみ

る。

No.866才,男 子

前 日か ら右副睾丸 の腫脹,疼 痛 を訴 えた。副睾丸尾部

が,鶏 卵大に腫脹 し,圧 痛 も著 し い。尿 も 血膿尿で,

E.coliを105に 証 明 した。1日1回19を2日 間,1

日1回29を3日 間投 与 した。熱 は1回 の注射で解熱 し,

疼痛 も2回 の注射 で消 失 した。尾部 の腫 脹は示指頭大 ま

でには縮小 した が,硬 結 として残 った。 有効 と判定 した。

No.970才,男 子

前立腺肥大症 があ り,内 服薬で 治療 中に左副睾丸が腫

大 し,放 置 して おいた ところ,疼 痛 が加わ り,発 熱 した。

副睾丸 は全体 に小手掌大 に腫 脹 し,睾 丸 との境界 は不

tract infections
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鮮明で,陰 嚢皮膚 も発赤,浮 腫 をお こし,疼 痛 も著 しい。

1日1回29ず つ,7日 間,点 滴静注 を行な った。3回

目の注射 以後,症 状 は急速 に軽快 したが,7回149投 与

後 も副睾丸全体に示指位 の太 さの硬結が残 ったが,疼 痛

はなか った。投与前後 のGOT,GPT,LDH,Al-P,

等 は,全 く正常範 囲で あった。有効 と判定 した。

No.1031才,男 子

数 日前か ら,右 副睾丸 の腫 脹,疼 痛,発 熱 を訴 えた。

睾丸,副 睾丸全体 で,小 手 掌大に腫脹 し,歩 行に も支

障 を来す 位の疼痛が あ り,陰 嚢皮膚 の発赤 も著 しい。1

日1回19ず つ10回 の点滴静 注を行な った。1回 の注射

で諸 症状 が急速に軽快 し,4回 圏以後 は全 く正常に もど

った。10回 目の頃 は副睾丸 の硬結 も消退 した。投与前後

のGOT,GPT,LDH,A1.P,BUNお よび クレアチ ニ

ンは正常であ った。

No。1132才,男 子

数 日前か ら,38～39℃ の発熱が あり,風 邪か と思 っ

て いた ら,右 副睾丸 の腫脹,疼 痛 がは じま った。副睾丸

腫脹,疼 痛,陰 嚢皮膚 の発赤 も著 しい。1日1回193

回 の投与 で急速に諸症状が よ くな り,有 効 であった。 投

与前 後のGOT,GPT,LDH,A1.P,BUNお よび クレ

アチニ ンは正常であ った。

No.1260才,男 子

半 月前か ら右副睾丸 の腫 脹,疼 痛 があ り,数 日前か ら,

頻尿,排 尿痛 も生 じて きた。

睾 丸,副 睾丸の腫脹 は大 きいが,疼 痛はそれほどで も

な い。1日1回19を2日 間,1日1回29を3日 間 と

5回,89の 投与で,わ ずかな腫 脹を残 すだけ とな った。

有効 と判定 した。

No.1336才,男 子

数 日前か ら左副睾丸の腫脹,疼 痛,発 熱 を訴 えた。

左副睾丸尾 部が栂 指頭大に腫脹 し,疼 痛が あ り陰嚢 皮膚

Table 2 Acute
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も発赤,浮 腫がみ られた。1日1回19の 点滴 静注 を し

た ところ,数 時間 後に悪寒戦標 とともに39℃ におよぶ発

熱が あ り,30分 後 に37℃ 台に下 ったが,疼 痛 が増強 した

とい う。1日1回29に 増量 し,2日 間 連続投与 してみ

たが,症 状 は増悪 し,歩 行 も困難 とな った。4回 目で熱

は下降 して きたが,腫 脹,疼 痛 は軽減 しない ので,他 剤

に変更 した。無効 と判定 した。

考 按

尿路感染症7例 中有効6例,副 睾丸炎6例 中有効5例,

総計13例 中有効11例 で84.6%の 有効率で あった。

No.1,No.3の2例 は第1回 の注射後 に症 状が一時

増悪 してい るが,1日 後には急速に快方 に向か ってい る。

これ は一種 のヘル クスハ イマー現象 と して解 釈 して もよ

いか もしれない 。そ の他 の多 くの症例で は2～3回 の投

与後 に快方に向か つている。

副作用 とみ とめ られ る ものは1例 もなか った 。投 与前

後 の肝 機能,腎 機能 の著 変はなか つた。

結 論

CTZを 急性尿路感 染症,副 睾丸炎症例に対 し,1日

1回 点滴静注に よって使 用 し,13例 中11例 に 有 効,

84.6%の 有効率 とい う成 績を得た。 副作用 として み と

め られ る ものは なか った。
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CLINICAL EXPERIENCE WITH CEFTEZOLE 

TOYOICHI SAITO 

Department of Urology, Toranomon Hospital

Ceftezole was administered once daily to 13 patients with acute urinary tract infection or acute epididymitis at 

a dose of 1 g or 2 g by intravenous drip, and the effective ratio obtained was 84.6%. Any notable side effect was 

not observed.


